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はくば
広報

     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

白馬鑓ヶ岳よりのぞむ天狗山荘
第9回白馬村村民登山が9月11日から一泊二日で開催されました。一日目大雪渓を上
がって村営頂上宿舎に泊まり、翌二日目白馬大池経由で栂池自然園に下山するコースで
す。当日は曇りがちの天気となりましたが、参加者は白馬山案内人組合のガイドが語る、
白馬岳の歴史に耳を傾けていました。（写真は8月末に撮影されたものです）
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広報はくば
ごぞんじですか？白馬のすいどう…… ２～３
第２回白馬村職員採用試験受験案内……… ４
機密文書を回収します……………………… ６

館報はくば
第２０回白馬村青少年育成村民大会…………………… １
秋の文化財めぐり特集…………………………………… ２
ヘルシーアップクッキング講座………………………… ３

撮影：観光課
※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。皆様のご応募お待ちしております。
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？　

白
馬
の
す
い
ど
う（
第
１
回
）

水
道
水
は
ど
こ
か
ら
届
く
の
？

普
段
何
気
な
く
使
用
し
て
い
る
水
道
。

そ
の
用
途
は
さ
ま
ざ
ま
で
、水
分
補
給
の
た

め
だ
け
で
な
く
、料
理
・
洗
濯
・
お
風
呂
・
洗

面
と
日
常
生
活
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
、あ
っ
て
当
た
り
前
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
上
下
水
道
事
業
。

今
回
は
、白
馬
村
の「
水
源
」や
、こ
の
水
源

で
取
り
入
れ
ら
れ
た
水
が
、ど
の
地
域
に

届
け
ら
れ
て
い
る
か
お
伝
え
し
ま
す
。

「
水
源
」
と
は
…

水
道
水
の
出
発
点
を「
水
源
」と
い
い

ま
す
。
白
馬
村
の
水
源
は
３
つ
あ
り
、一

つ
目
は
、
平
川
上
流
の
源
太
郎【
げ
ん
た

ろ
う
】水
源（
井
戸
水
）、二
つ
目
は
松
川

上
流
の
二
股【
ふ
た
ま
た
】水
源
、三
つ
目

は
楠
川【
く
す
が
わ
】水
源（
湧
き
水
）と
な

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、川
に
流
れ

て
い
る
水
を
く
み
取
り
利
用
さ
れ
て
い
る

と
お
思
い
で
す
が
、川
に
流
れ
て
い
る
水

を
利
用
し
て
い
る
の
は
、二
股
水
源
の
み

で
す
。

そ
の
取
り
入
れ
た
水
を
、浄
水
場【
じ
ょ
う

す
い
じ
ょ
う
】で
水
の
汚【
よ
ご
】れ
な
ど
を

取
り
、消
毒【
し
ょ
う
ど
く
】を
し
て
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
飲
め
る
水
に
し
て
い
ま
す
。

う
ち
は
ど
こ
の
水
？

そ
れ
で
は
、こ
の
３
つ
の
水
源
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
取
り
入
れ
、き
れ
い
で
安
全
に
し

た
水
道
水
は
ど
の
地
域
に
と
ど
け
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

①
源
太
郎
水
源

神
城
地
区
や
北
城
の
南
側
の
エ
リ
ア
。

嶺
方
地
区
に
も
源
太
郎
水
源
の
水
が
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

②
二
股
水
源

八
方
・
和
田
野
・
ど
ん
ぐ
り
・
大
出
・
蕨
平

地
区
な
ど
。

③
楠
川
水
源

北
城
の
松
川
以
北
の
地
域
や
、野
平
地
区
。

村
内
の
ほ
と
ん
ど
の
道
路
に
は
水
道
管

【
す
い
ど
う
か
ん
】が
う
め
ら
れ
て
お
り
、

水
道
水
は
こ
の
水
道
管
を
通
っ
て
、み
な

さ
ん
の
家
庭
や
学
校
な
ど
に
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

水
道
管
の
総
延
長
は
？

道
路
な
ど
に
う
め
ら
れ
て
い
る
水
道
管

を
す
べ
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
と
き
、そ
の

長
さ
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
、２
０
１
．
２
ｋｍ
で
す
。
白
馬
村

か
ら
２
０
１
．
２
ｋｍ
と
な
る
と
、ど
の
く

ら
い
に
な
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。
直

線
で
言
う
と
東
京
や
名
古
屋
ま
で
と
ほ
ぼ

同
じ
距
離
に
な
り
ま
す
。
土
の
中
に
か
く

れ
て
い
る
の
で
、目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
す
が
、浄
水
場
か
ら
各
ご
家
庭

ま
で
届
け
る
管
が
あ
る
か
ら
、私
た
ち
は

蛇
口【
じ
ゃ
ぐ
ち
】を
ひ
ね
っ
た
だ
け
で
お

い
し
い
水
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

白
馬
の
水
は
軟
水
で
す

水
に
は
主
に
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
含
ま
れ
て
い
て
、

水
１
リ
ッ
ト
ル
中
に
溶【
と
】け
て
い
る
カ

ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
量
を
表
わ

し
た
数
値
を「
硬
度【
こ
う
ど
】」と
い
い

ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）で
は
、

硬
度
が
1
2
0
mg
／
リ
ッ
ト
ル
以
下
を

「
軟
水【
な
ん
す
い
】」、1
2
0
mg
／
リ
ッ

ト
ル
以
上
を「
硬
水【
こ
う
す
い
】」と
し

て
分
類
し
て
お
り
、カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
水
が
硬

水
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

白
馬
の
水
道
水
の
硬
度
は
45
mg
／

リ
ッ
ト
ル
前
後
で
軟
水
に
、エ
ビ
ア
ン
は

3
0
4
mg
／
リ
ッ
ト
ル
で
あ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
多
く
の
水
は
硬
水
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
は
軟
水
で
あ

り
、硬
水
と
比
較
し
て
癖
が
な
く
、ほ
の

か
な
甘
み
と
や
わ
ら
か
さ
を
感
じ
る
口
当

た
り
で
す
。

お子さんと
一緒にお読み

ください

源太郎は５つの井戸から
取水している



3

蛇
口【
じ
ゃ
ぐ
ち
】か
ら
出
て

く
る「
水
道
水
」
の
も
と
の
水

（「
原
水【
げ
ん
す
い
】」）。
白
馬

村
で
は
３
つ
水
源
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

白
馬
村
の
原
水
は
、地
下
水
・

湧
き
水
、そ
し
て
、川
の
水
の
３

つ
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

原
水
に
最
も
合
っ
た
浄
水【
じ
ょ

う
す
い
】処
理
方
法
を
選
び
、「
水

道
法
」で
定
め
ら
れ
た
水
質
基
準

に
合
格
す
る
水
道
水
を
作
っ
て

い
ま
す
。

上
記
イ
ラ
ス
ト
は
、二
股
浄
水

場
の
処
理
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
り

ま
す
。

安
全
な
水
と
は
…

水
源
の
水
を
浄
水
場
で
沈

【
ち
ん
】で
ん
・
ろ
過【
か
】・
消
毒

【
し
ょ
う
ど
く
】を
し
て
、安
全
な

水
道
水
に
す
る
こ
と
で
す
。

「
沈
で
ん
」
と
は
、
沈
で
ん
池

【
ち
】に
取
り
入
れ
た
水
の
中
の

ゴ
ミ
や
に
ご
り
を
沈【
し
ず
】め
、

取
り
の
ぞ
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

「
ろ
過
」
と
は
、
沈
で
ん
池
を

通
過
し
た
水
を
、砂【
す
な
】や
砂

利【
じ
ゃ
り
】の
層【
そ
う
】を
使
っ

て
さ
ら
に
き
れ
い
に
す
る
こ
と

で
す
。
白
馬
村
で
は『
急
速
ろ
過
』

の
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、多
く

の
水
を
早
く
ろ
過
す
る
た
め
に

薬
品
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

「
消
毒
」と
は
、「
ろ
過
」し
た
水

に
塩
素【
え
ん
そ
】を
入
れ
て
消

毒
し
、安
全
な
飲
み
水
に
し
ま
す
。

日
本
の
水
道
水
は
、蛇
口
に
届
く

ま
で
塩
素
に
よ
る
消
毒
の
効
果

を
残
す
こ
と
が
ル
ー
ル
で
す
。

た
だ
し
、
塩
素
で
は
に
ご
り

や
汚【
よ
ご
】れ
は
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
沈
で
ん
・
ろ
過
と
い
う
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
水
な
の
に
？

白
馬
の
原
水
は
川
の
水
だ
け

で
な
く
、井
戸
水
や
湧
き
水
も
使

用
し
て
い
ま
す
。「
井
戸
水
や
湧

き
水
は
き
れ
い
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
お
思
い
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。

沈
で
ん
・
ろ
過
・
消
毒
の
作
業

を
行
っ
て
い
る
の
は
、
川
の
水

を
く
み
上
げ
て
い
る
二
股
水
源

の
み
で
、井
戸
水
の
源
太
郎
水
源

と
、湧
き
水
の
楠
川
水
源
は
、消

毒
の
み
で
き
れ
い
で
安
全
な
水

道
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
塩
素
消
毒
の
み
』の
浄
水
場

の
数
は
半
数
以
上
と
多
い
も
の

の
、日
本
全
体
で
作
ら
れ
て
い
る

水
道
水
の
量
か
ら
見
る
と
、そ
の

ほ
と
ん
ど
が『
急
速
ろ
過
』で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
で
安

全
な
水
源
は
白
馬
村
の
宝
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課上下水道係　電話：0261-85-0714

全国の浄水量の割合 全国の浄水場の
処理方法の割合

水
道
水
は
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
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令
和
３
年
４
月
採
用

第
2
回
白
馬
村
職
員
採
用
試
験
受
験
案
内

第
1
次
試
験
令
和
2
年
10
月
18
日（
日
曜
日
）

受
付
期
間

令
和
2
年
9
月
1
日（
火
曜
日
）〜
9
月
30
日（
水
曜
日
）

１
．試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
・
受
験
資
格

３
．試
験
の
方
法
及
び
内
容

（
１
）第
１
次
試
験

４
．受
験
手
続
き

（
１
）申
込
み

　
申
込
み
に
つ
い
て
は
、次
の
い
ず
れ
か
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①�
リ
ク
ナ
ビ
の
O
p
e
n
E
S（
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
）で

申
込
み
が
で
き
ま
す
。

②�『
白
馬
村
職
員
採
用
試
験
申
込
書
』（
履
歴
書
を
兼
ね
る
）を
、役
場
総

務
課
で
受
け
取
る
か
白
馬
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
、所
定
事
項
を
も
れ
な
く
記
入（
押
印
・
写
真
添
付
）し
、受
付
期
間

内
に
総
務
課
へ
持
参
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
採
用
試
験
申
込
書
在
中
」と
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

（
２
）受
付
締
め
切
り

　
令
和
2
年
9
月
30
日（
水
曜
日
）　
午
後
5
時
15
分
ま
で

① 

受
付
時
間
は
、平
日
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で

② 

郵
送
の
場
合
は
、9
月
30
日
到
着
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※�

受
験
票
は
、受
験
資
格
を
確
認
し
受
付
期
間
終
了
後
に
本
人
宛
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、正
確
な
住
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．合
格
発
表

第
1
次
試
験
合
格
発
表
は
10
月
下
旬
、第
2
次
試
験

合
格
発
表
は
11
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

6
．勤
務
条
件

（
1
）給　
与

　

給
与（
給
料
・
諸
手
当
）は
、条
例
に
よ
り
経
歴
な

ど
を
勘
案
の
う
え
支
給
し
ま
す
。な
お
、高
校
・
短

大
・
大
学
等
卒
業
後
、直
ち
に
採
用
さ
れ
た
場
合
の

給
料
月
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
2
）勤
務
時
間
、休
暇

　
勤
務
時
間
は
、午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15

分
ま
で（
休
憩
1
時
間
含
む
）の
7
時
間
45
分
、休
日

は
土
日
祝
日
で
す
。年
次
休
暇
は
、年
20
日（
採
用

年
は
15
日
）、特
別
休
暇
、療
養
休
暇
の
ほ
か
、介
護
・

育
児
の
た
め
の
休
業
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

7
．そ
の
他

（
1
）�受
験
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
及
び
申

込
書
類
の
内
容
が
事
実
に
反
す
る
事
項
等
が

あ
る
人
は
、合
格（
採
用
）を
取
り
消
し
ま
す
。

（
2
）�試
験
合
格
者
で
、資
格
取
得
見
込
み
の
資
格
を

取
得
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、合
格（
採
用
）を

取
り
消
し
ま
す
。

（
3
）�提
出
書
類
は
一
切
お
返
し
し
ま
せ
ん
。取
得
し

た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、今
回
の
職
員
採
用

試
験
の
実
施
の
た
め
に
用
い
、そ
れ
以
外
の
目

的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

※�

受
験
資
格
本
人
が
令
和
３
年
４
月
以
降
白
馬
村
内
に
居
住
を
予
定
し
て

い
る
人
。

《
欠
格
事
項
等
》

　
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
1
）日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

（
2
）地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る
次
の
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
者

ア　

�

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

イ　

�

白
馬
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、そ
の
処
分
の
日
か

ら
2
年
を
経
過
し
な
い
者

ウ　

�

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
、日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

２
．試
験
の
日
時
及
び
会
場

試　
　
験

日　
　
　
　
　
　
時

会　
　
場

第
1
次
試
験

令
和
2
年
10
月
18
日
（
日
曜
日
）　

午
前
8
時
30
分　
受
付

白
馬
村
役
場

第
2
次
試
験

令
和
2
年
11
月
中
旬
又
は
下
旬
の
指

定
す
る
日
（
日
曜
日
）

試
験
区
分

採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
①

一
般
事
務

（
初　
級
）

若
干
名

○
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学

校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
又
は
卒

業
見
込
み
の
人

試
験
の
方
法

内　
　
　
　
　
　
　
　
容

教
養
試
験

（
60
分・1
2
0
題
）
高
校
卒
業
程
度
の
文
章
解
読
能
力
、
数
的
能
力
、

推
理
判
断
能
力
、
人
文
・
社
会
、

自
然
に
関
す
る
一
般
知
識
、
基
礎
英
語

作
文
試
験
（
60
分
）
出
題
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
4
0
0
字
詰
め

原
稿
用
紙
2
枚
程
度
に
ま
と
め
る
も
の

試
験
の
方
法

内　
　
　
　
　
　
　
　
容

面
接
試
験

個
別
面
接
に
よ
る
試
験

お問合せ先・採用試験申込書送付先
〒399-9393  長野県北安曇郡白馬村大字北城7025  白馬村役場　総務課

  電話：0261-72-5000  内線1117    ファックス：0261-72-7001
Eメール  somu@vill.hakuba.lg.jp  ホームページ　http://www.vill.hakuba.lg.jp

試
験
区
分

初
任
給

適
用
給
料
表

一
般
事
務
高
校
卒

1
5
0
︐6
0
0
円

大
学
卒

1
7
1
︐7
0
0
円

行
政
職（
一
）表

　

（
令
和
２
年
4
月
現
在
）

※�

通
勤
手
当
、期
末
・
勤
勉
手
当
、扶
養
手
当
、住
居

手
当
等
が
条
件
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
一
般
事
務

※�

作
文
試
験
は
第
1
次
試
験
日
に
実
施
し
ま
す
が
、採
点
は
第
2
次
試

験
で
行
い
ま
す
。

（
２
）第
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
）
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（
2
）勤
務
時
間
、休
暇

　
勤
務
時
間
は
、午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15

分
ま
で（
休
憩
1
時
間
含
む
）の
7
時
間
45
分
、休
日

は
土
日
祝
日
で
す
。年
次
休
暇
は
、年
20
日（
採
用

年
は
15
日
）、特
別
休
暇
、療
養
休
暇
の
ほ
か
、介
護
・

育
児
の
た
め
の
休
業
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

7
．そ
の
他

（
1
）�受
験
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
及
び
申

込
書
類
の
内
容
が
事
実
に
反
す
る
事
項
等
が

あ
る
人
は
、合
格（
採
用
）を
取
り
消
し
ま
す
。

（
2
）�試
験
合
格
者
で
、資
格
取
得
見
込
み
の
資
格
を

取
得
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、合
格（
採
用
）を

取
り
消
し
ま
す
。

（
3
）�提
出
書
類
は
一
切
お
返
し
し
ま
せ
ん
。取
得
し

た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、今
回
の
職
員
採
用

試
験
の
実
施
の
た
め
に
用
い
、そ
れ
以
外
の
目

的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

��

白
馬
村
教
育
委
員
会
教
育
課
で

は
、G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に

関
す
る
技
術
的
な
助
言
と
パ
ソ
コ
ン

設
定
作
業
が
主
な
職
務
内
容
で
す
。

勤
務
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
勤
務
条
件

業
務
内
容

小
中
学
校
で
の
I
C
T
教
育
環

境
整
備（
主
に
小
学
校
で
の
I
C
T

環
境
整
備
）で
、技
術
的
な
助
言
と

パ
ソ
コ
ン
の
設
定
作
業
等
に
な
り

ま
す
。

募
集
人
数	

　
１
名

報　
　
酬	

　
時
間
額 

1
，2
0
0
円

勤
務
時
間

　

�

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
昼
休
憩
12
時
～
13
時
）

雇
用
期
間

　

�

12
月
1
日
か
ら
令
和
3
年
3
月

31
日
ま
で

勤
務
日

　

�

月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末

年
始
は
除
き
ま
す
。）

　

�

週
5
日
勤
務
で
き
な
く
て
も
可

能
で
す
。勤
務
日
に
つ
い
て
は
相

談
し
て
決
定
し
ま
す
。

勤
務
先

　
村
内
小
中
学
校　

身
分

　

�

地
方
公
務
員
法
及
び
白
馬
村
の

条
例
等
の
規
定
に
基
づ
き
、白
馬

村
会
計
年
度
任
用
職
員（
パ
ー
ト

タ
イ
ム
）と
し
て
任
用
し
ま
す
。

そ
の
他

　

�
採
用（
任
用
）の
可
否
は
、面
接
を

行
い
決
定
し
ま
す
。

　

�

面
接
の
日
時
は
後
日
連
絡
し
ま

す
。

○
申
込
み
方
法

・
申
込
方
法

　

白
馬
村
会
計
年
度
任
用
職
員
任

用
申
請
書
に
記
入
、押
印
の
上
、提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
期
限

　
令
和
2
年
10
月
30
日（
金
曜
日
）

・
申 

込 

先

　
白
馬
村
教
育
委
員
会　
教
育
課

（
T
E
L 

0
2
6
1–

8
5–

0
7
3
8
） 

　

保
育
園
は
、児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、保
護

者
の
皆
さ
ん
が
働
い
て
い
る
、又
、病
気
や
出

産
な
ど
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
、毎
日
一
定
の
時
間
、

保
護
者
に
か
わ
り
保
育
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
村
で
は
、令
和
3
年
度（
2
0
2
1
年
度
）の

保
育
園
入
園
説
明
会
と
入
園
申
込
受
付
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。お
子
さ
ん
の
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
入
園
説
明
会

　

令
和
2
年
10
月
1
日（
木
曜
日
）午
後
2
時

30
分
か
ら

　

白
馬
村
多
目
的
研
修
集
会
施
設　

多
目
的

ホ
ー
ル

　

同
じ
会
場
で
白
馬
幼
稚
園
の
入
園
説
明
会

も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
階
に
託
児

室
を
ご
用
意
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、発
熱
等
が
あ
る
場
合
は
来
場
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。ま
た
、託
児
に
つ
い
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、ご
家
庭
で
対
応
で
き
る
方
は
な
る

べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
マ
ス
ク
着
用
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
、説
明
会
の
開
催
を
急
遽
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※�

現
在
し
ろ
う
ま
保
育
園
に
入
園
さ
れ
て
い

る
方
は
、説
明
会
に
来
場
さ
れ
な
く
て
も
構

い
ま
せ
ん
。

　

�（
説
明
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、入
園
の
審

査
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、申
請
書
に

つ
い
て
は
申
込
み
期
間
中
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。）

○
入
園
申
込
受
付

期
間　

�

令
和
2
年
10
月
2
日（
金
曜
日
）〜
30

日（
金
曜
日
）平
日
の
み

時
間　

�

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
前
12
時
ま
で
、

午
後
1
時
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

場
所　

�

白
馬
村
教
育
委
員
会　

子
育
て
支
援

課　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階

○
入
園
対
象
児
童

　
生
後
10
ヶ
月
児
〜
就
学
前
児
童

○
申
込
に
必
要
な
書
類

①�

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申

請
書
兼
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給

付
認
定
申
請
書

②
し
ろ
う
ま
保
育
園
入
園
申
込
書

③�

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
勤

務
証
明
書
・
診
断
書
等
）

④
個
人
番
号
同
意
書

※�

申
込
に
必
要
な
書
類
は
、入
園
説
明
会
で
配

布
し
ま
す
。

※�

説
明
会
に
来
ら
れ
ず
入
園
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、開
催
日
以
降
、子
育
て
支
援
課
ま
た

は
し
ろ
う
ま
保
育
園
に
て
、申
込
書
類
を
お

渡
し
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

（
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）

令
和
３
年
度（
２
０
２
１
年
度
）

白
馬
村
し
ろ
う
ま
保
育
園・園
児
募
集

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課子育て支援係　電話：0261-85-8101

お問合せ　白馬村教育委員会　教育課　電話：0261-85-0738
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機
密
文
書
を
回
収
し
ま
す

白
馬
村・白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
指
定
の

も
え
な
い
ご
み
袋
の
取
り
扱
い
方
法
に
つ
い
て

　

白
馬
村
で
は
、焼
却
ご
み
の
減
量
と
リ
サ

イ
ク
ル
促
進
を
目
的
に
、機
密
文
書
の
無
料

回
収
を
行
い
ま
す
。

　

機
密
文
書
と
は
、事
業
所
等
か
ら
排
出
さ

れ
る
経
営
上
重
要
で
秘
密
を
保
つ
必
要
が
あ

る
文
書
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。宿
台
帳
、保
管

期
間
の
過
ぎ
た
会
計
帳
簿
な
ど
が
当
て
は
ま

り
ま
す
。

　

ま
た
、家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
個
人
情
報

が
含
ま
れ
た
書
類
も
該
当
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
書
類
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
焼
却

し
な
い
で
、次
の
と
お
り
お
持
ち
込
み
く
だ

さ
い
。

○
日
時　

　
令
和
2
年
10
月
9
日（
金
曜
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で

○
場
所

　
白
馬
村
役
場
駐
車
場

○
搬
入
方
法

　

必
ず
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
、運
搬
時

に
飛
散
し
な
い
よ
う
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
上
下
を

紙
テ
ー
プ（
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
）で
し
っ
か
り

止
め
て
く
だ
さ
い
。ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
・
布
テ
ー

プ（
ガ
ム
テ
ー
プ
）は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

紙
ひ
も
や
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
等
で
縛
っ
た
だ

け
の
も
の
は
お
断
り
し
ま
す
。

※�

飛
散
等
に
よ
り
秘
密
漏
洩
が
あ
っ
た
場
合

は
役
場
で
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

※�

機
密
文
書
以
外
の
紙
製
容
器
包
装
や
雑
誌
・

雑
紙
な
ど
の
紙
類
は
、持
ち
込
み
で
き
ま

せ
ん
。ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
物
の
分
け
方
・

出
し
方
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
早
見
表
に
従

い
、決
め
ら
れ
た
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
入
量

　

一
つ
の
事
業
所
等（
家
庭
）で
、ダ
ン
ボ
ー

ル
10
箱
程
度
ま
で（
目
安
）

○
注
意
事
項

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
厳
守
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
1
）紙
以
外
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
2
）�感
熱
紙
、フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
、レ
シ
ー
ト
、

圧
着
は
が
き
、写
真
、粘
着
シ
ー
ト
、カ
ー

ボ
ン
紙
な
ど
特
殊
な
紙
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

（
3
）�フ
ァ
イ
ル
の
金
具
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

金
属
ク
リ
ッ
プ
、綴
り
ひ
も
、ホ
チ
キ
ス

の
針
は
付
い
て
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他

・�

右
記
の
事
項
を
遵
守
し
て
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
、受
入
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・�

回
収
し
た
紙
に
つ
い
て
は
、厳
重
に
運
搬
・

保
管
の
う
え
、製
紙
工
場
で
溶
解
処
理
し
て

製
紙
原
料
と
な
り
ま
す
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、当
日
は
マ
ス
ク
を
ご
着
用
く
だ
さ

い
。

・�

37
℃
以
上
の
発
熱
や
、風
邪
の
症
状
等
が
あ

る
方
等
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
7
月
31
日
を
も
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
、白
馬

村
指
定
ご
み
袋
及
び
白
馬
山
麓
清
掃
セ
ン
タ
ー
指
定
の
も
え
な
い
ご
み
用
の
ご
み
袋

の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、ガ
ラ
ス
、陶
磁
器
く
ず
の
袋
が
破
れ
や
す
い
た
め
、

そ
の
内
袋
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、ご
案
内
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、内
袋
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
他
に
、リ
サ
イ
ク
ル
物（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
、紙
製
容
器
包
装
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、ガ
ラ
ス
び
ん
、ア
ル
ミ
缶
、白
色

ト
レ
イ
）を
入
れ
る
袋
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、使
用
に
当
た
っ
て
は
資
源
ご
み
を
出
し
て
い
る
と
い
う
意
思
が
わ
か
る
よ

う
に
、袋
の「
も
え
な
い
ご
み
」「
も
え
る
ご
み
」の
印
刷
部
分
を
マ
ジ
ッ
ク
で
×
印
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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令
和
２
年
度
白
馬
村
秋
季
火

災
予
防
運
動
消
防
総
合
訓
練

中
止
の
お
知
ら
せ

今
年
度
の
白
馬
村
秋
季
火
災
予
防
運
動
消

防
総
合
訓
練
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
情
勢
を
鑑
み
、中
止
と
い
た
し
ま
す
。

防
火
管
理
者
を
選
任
し
て
い
る
防
火
対
象

物
は
、消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、消
火
、通
報
、

避
難
の
訓
練
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
、不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

用
途
の
建
物
で
は
、
消
火
訓
練
及
び
避
難
訓

練
を
年
２
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
消
防
法
第
８
条
）

例
年
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
消
防
総
合
訓

練
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、訓
練

の
実
施
１
回
に
数
え
て
お
り
ま
す
が
、今
年

度
に
つ
き
ま
し
て
は
各
施
設
に
お
い
て
訓
練

の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話：0261-72-7002

（前回の白馬村秋季火災予防運動消防総合訓練の
様子）

お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話：0261-72-7002

撤
去
す
る
屋
外
子
局
に
つ
い
て
、以
下

の
と
お
り
工
事
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

作
業
の
際
に
は
、請
負
業
者
の
作
業
員

及
び
重
機
等
が
現
地
周
辺
に
立
入
り
、状

況
に
よ
っ
て
は
私
有
地
へ
の
立
入
り
、付

近
の
交
通
規
制
を
か
け
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
周
囲
へ
の
安
全
、
作
業
車
の
駐
車
位

置
、騒
音
等
に
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
い

ま
す
の
で
何
卒
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
、お

願
い
い
た
し
ま
す
。

1  

工
事
場
所

内
山
、東
佐
野
、堀
ノ
内
、大
左
右
、め
い
て

つ
、瑞
穂
、瑞
穂
西
、和
田
野
、ど
ん
ぐ
り
、

塩
島
、落
倉
、通
、青
鬼
、野
平
、菅
入
、南
方
、

花
園
、一
の
倉
、蕨
平

2  

請
負
業
者

㈱
日
立
国
際
電
気 

長
野
営
業
所

（
T
E
L
：
0
2
6
3-

3
3-

7
4
8
8
）

3 

作
業
内
容

旧
防
災
無
線
柱
の
撤
去
等

4 

そ
の
他　

・�

天
候
状
況
に
よ
り
若
干
作
業
期
間
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

み
そ
ら
野
、嶺
方
、立
の
間
の
3
か
所
に

つ
い
て
は
、別
途
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　
防
災
行
政
無
線
設
備
の
更
新
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
！　

Vol.6

屋外子局 工事日 10月
5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

内山 令和2年10月7日（水曜日）
東佐野 令和2年10月7日（水曜日）
堀之内 令和2年10月7日（水曜日）
大左右 令和2年10月7日（水曜日）
めいてつ 令和2年10月12日（月曜日）
瑞穂 令和2年10月8日（木曜日）
瑞穂西 令和2年10月5日（月曜日）
和田野 令和2年10月12日（月曜日）
どんぐり 令和2年10月8日（木曜日）
塩島 令和2年10月13日（火曜日）
落倉 令和2年10月12日（月曜日）
通 令和2年10月8日（木曜日）
青鬼 令和2年10月8日（木曜日）
野平 令和2年10月13日（火曜日）
菅入 令和2年10月9日（金曜日）
南方 令和2年10月9日（金曜日）
花園 令和2年10月14日（水曜日）
一の倉 令和2年10月14日（水曜日）
蕨平 令和2年10月14日（水曜日）

曜日
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本
号
で
は
、土
地(

主
に
宅
地)

に
係
る

税
額
の
算
出
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

 

価
格
の
決
定

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
に
対
し
、

原
則
と
し
て
そ
の
価
格
を
課
税
標
準
と
し

て
課
さ
れ
ま
す
。
そ
の
価
格
は
地
方
税
法

第
四
一
〇
条
に
よ
り
村
長
が
決
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、固
定
資
産
の
価
格
決
定
に
あ

た
っ
て
は
、総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資

産
評
価
基
準
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
評

価
基
準
に
は
、固
定
資
産
を
評
価（
価
格
を

決
定
）す
る
場
合
の
基
準
や
、方
法
、手
続

き
等
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、村
長
は
こ
の

評
価
基
準
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
価

格
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
度
か
ら
は
、地
価
公
示
価
格

等
の
７
割
を
目
途
と
し
て
評
価（
価
格
の

決
定
）を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
地

価
公
示
と
は
国
土
交
通
省
が
行
う
も
の
で
、

白
馬
村
内
に
は
３
つ
の
鑑
定
地
点
が
あ
り
、

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
下
表
の
通
り
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、長
野
県
で
も「
基
準
地
調
査
」と

い
う
地
価
調
査
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、そ

の
結
果
に
つ
い
て
は
９
月
中
旬
以
降
に
公

表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
、国
や
県
の
調
査
を
補
完
す
る

も
の
と
し
て
白
馬
村
独
自
で
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
調
査
も
行
い
土
地
の
価
格
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

課
税
標
準
額

前
項
で
記
載
し
て
い
る
通
り
、原
則
と

し
て
は
、土
地
の
価
格
そ
の
も
の
が「
課

税
標
準
額
」に
な
り
ま
す
が
、土
地
に
よ

り「
住
宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例

措
置
」が
適
用
さ
れ
る
場
合
や「
税
負
担

の
調
整
措
置
」
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、

価
格
よ
り
も
低
く
算
定
さ
れ
ま
す
。

「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
」

と
は土

地
の
中
で
も
居
住
を
主
と
す
る
家
屋

（
専
用
住
宅
）が
建
つ
宅
地
に
つ
い
て
は
、

税
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
住
宅
用
地

の
内
２
０
０
㎡
ま
で
の
部
分
は
価
格
の
６

分
の
１
の
額
が
課
税
標
準
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、２
０
０
㎡
を
超
え
床
面
積
の
10
倍

ま
で
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、価
格
の
３
分

の
１
が
課
税
標
準
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、居
住
割
合
が
４
分
の
１
以
上
２

分
の
１
未
満
ま
で
の
家
屋（
併
用
住
宅
）に

つ
い
て
も
特
例
は
適
用
さ
れ
ま
す
が
、軽

減
率
は
専
用
住
宅
の
半
分
に
な
り
ま
す
。

「
税
負
担
の
調
整
措
置
」と
は

宅
地
の
価
格
が
急
激
に
上
昇
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
税
負
担
の
上
昇
は
緩
や
か
な

も
の
に
な
る
様
に
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
来
の
税
負
担
に
対
し
て
、実
際
の
税

負
担
が
ど
の
程
度
の
水
準
に
達
し
て
い
る

か
を
計
算
し
た
上
で
、そ
の
水
準（
負
担

水
準
）が
高
い
土
地
は
税
負
担
を
引
き
下

げ
た
り
、据
置
い
た
り
す
る
一
方
、負
担

水
準
が
低
い
土
地
は
税
負
担
を
引
き
上
げ

て
い
き
ま
す
。（
広
報
は
く
ば
９
月
号
発

行
時
点
の
措
置
で
あ
り
、今
後
総
務
省
に

よ
る
改
正
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。）

 

税
額
の
算
出

課
税
標
準
額
×
税
率（
1.4
％
）＝
税
額

白
馬
村
の
税
率
は
標
準
税
率
で
あ
る

1.4
％
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
ほ
と

ん
ど
の
自
治
体
は
標
準
税
率
で
す
。

 

算
出
例

村
内
神
城
Ａ
地

宅
地(

専
用
住
宅)

、地
積
３
１
９
．５
８

㎡
、家
屋
の
床
面
積
１
４
６
．０
５
㎡
の
場

合不
動
産
鑑
定
結
果

３
，６
９
０
円
／
㎡

価
格

３
，６
９
０
円
×
７
割
×
３
１
９
．５
８
㎡

＝
８
２
５
，４
７
５
円

シ
リ
ー
ズ
固
定
資
産
税　
～
令
和
３
年
度
評
価
替
え
に
向
け
て
④
／
⑩
～

地番 公示価格

北城827-36 8,980円／㎡

北城7257 7,040円／㎡

北城4093-2 14,400円／㎡
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■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

　
表
中
の
納
付
方
法
及
び
納
付
場
所
で
お
支
払

い
が
で
き
ま
す
。

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

「
行
政
相
談
週
間
の
ご
案
内
」

10
月
19
日
か
ら
25
日
は
行
政

相
談
週
間
で
す

   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　住民課　電話：0261-85-0715　税務課　電話：0261-85-0712

上下
水道料金

後期高齢者
医療保険料

国民健康
保険税

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） ◯ − −

口座振替 ◯ ◯ ◯

クレジットカード
インターネット決済 − − ◯

クレジットカード
窓口決済 − − ◯

 

９
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

　
　
国
民
健
康
保
険
税	

第
４
期
分

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料	

第
２
期
分

　
　
上
下
水
道
料
金	

９
月
請
求
分

納期限及び口座振替日

9 
25金

村
で
は
偶
数
月
に
1
回「
行
政
相
談
所
」

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
制
度
は
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、国
、県
、村
が

行
っ
て
い
る
仕
事
へ
の
要
望
や
苦
情
、意
見

な
ど
を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
、解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

白
馬
村
の
行
政
相
談
員
は
宮
田
守
男
さ

ん（
森
上
）で
す
。

　︿
行
政
相
談
日
﹀

　
令
和
2
年
10
月
20
日（
火
曜
日
）

　
令
和
2
年
12
月
8
日（
火
曜
日
）

　
令
和
3
年
2
月
9
日（
火
曜
日
）

　
午
後
1
時
〜
午
後
4
時
ま
で

︿
場
所
﹀

　
白
馬
村
役
場
2
階　
庁
議
室

●
電
話
で
の
相
談
は
…

「
行
政
苦
情
1
1
0
番
」　

電
話
：
0
2
6-

2
3
5-

1
1
0
0

総
務
省　

長
野
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー（
長
野
市
旭
町
1
1
0
8
）

特
例

（
住
宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
）

３
，６
９
０
円
×
２
０
０
㎡
÷
６
＝
1
2
3
，0
０
０
円

３
，６
９
０
円
×
１
１
９
．５
８
㎡
÷
３
＝
1
4
7
，0
8
3
円

課
税
標
準
額

1
2
3
，0
0
0
円
＋
1
4
7
，0
8
3
円
＝
2
7
0
，０
０
０
円

（
千
円
未
満
切
捨
て
）

税
額

2
7
0
，０
０
０
円
×
1.4
％
＝
3
，7
０
０
円（
百
円
未
満
切
捨
て
）

 

白
馬
村
内
の
状
況

近
年
、白
馬
村
で
は
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
白

馬
村
公
表
の
観
光
統
計
に
よ
れ
ば
、10
年
前
と
比
べ
６
倍
以
上
で

す
。
外
国
人
観
光
客
の
増
加
は
良
く
も
悪
く
も
白
馬
村
に
様
々
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
は
ス
キ
ー
場
近
く
へ
の
滞
在
を
目
的
と
し
た
家
屋

の
た
め
の
用
地
に
対
す
る
需
要
増
加
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は
取
引

事
例
も
多
く
、需
給
バ
ラ
ン
ス
か
ら
村
内
で
は
地
価
が
上
昇
へ
転

じ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

前
述
の
様
に
、急
激
な
地
価
の
上
昇
に
は
税
負
担
の
調
整
措
置

が
働
き
ま
す
が
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
下
落
の
一
途
で
あ
っ

た
地
価
と
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、今
後
は
緩
や
か

に
上
昇
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　固定資産税担当　電話：0261-85-0712
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シ
リ
ー
ズ　
白
馬
村
立
地
適
正
化
計
画
③

持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

白
馬
村
で
は
、村
全
体
の
都
市
構
造
を
見
直
し
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
村
を
目
指
す
た
め
の
取
り
組
み
を
示
す「
立
地
適
正
化
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
計
画
に
つ
い
て
６
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、計
画
の
目
的
、目
指
す
ま
ち
の
姿
、都
市
機
能
誘
導
区
域
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

計
画
の
目
的
と
目
指
す
ま
ち
の
姿

村
の
人
口
は
平
成
17（
２
０
０
５
）年
以

降
減
少
に
転
じ
て
お
り
、今
後
も
そ
の
傾

向
が
続
く
と
と
も
に
少
子
高
齢
化
が
進
行

す
る
推
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、ス
キ
ー
ブ
ー
ム
の
到
来
か
ら
こ
れ
ま

で
都
市
が
広
が
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、都
市
の
拡
散
を
抑
制
し
、将
来

の
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
持
続
可
能
な
都

市
構
造
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、白
馬
の
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、こ
の
計
画
で
目
指

す
ま
ち
の
姿
・
白
馬
村
の
都
市
の
骨
格
構
造

を
定
め
、そ
の
実
現
の
た
め
に
都
市
機
能

誘
導
区
域
・
誘
導
施
設
、及
び
居
住
誘
導
区

域
を
設
定
し
ま
す
。

目
指
す
ま
ち
の
姿
の
実
現
の
た
め
に
は
、

新
た
に
建
設
さ
れ
る
住
宅
や
生
活
に
必
要

な
施
設
の
立
地
場
所
を
、長
期
的
な
視
点

の
も
と
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。そ
の
た
め
、こ
の
計
画
の
目
標
年
度
は
、

概
ね
20
年
後
の
令
和
22（
２
０
４
０
）年
度

と
し
ま
す
。

都
市
機
能
誘
導
区
域

都
市
機
能
誘
導
区
域
と
は
、
医
療
・
福

祉
・
商
業
な
ど
の
都
市
機
能
を
集
約
し
、生

活
に
必
要
な
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
効
率

よ
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
区
域

で
あ
り
、
都
市
機
能
が
一
定
程
度
充
実
し

て
い
る
場
所
、公
共
交
通
に
よ
っ
て
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
場
所
な
ど
に
設
定
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
に
必
要
な
施
設
の
立
地
状
況
や
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
も
と
に
、

こ
の
計
画
で
は
白
馬
駅
周
辺
、及
び
神
城

駅
周
辺
の
２
ヶ
所
に
設
定
し
ま
す
。

こ
の
２
駅
か
ら
８
０
０
ｍ
圏（
一
般
的
な

徒
歩
圏
）に
含
ま
れ
る
生
活
に
関
連
す
る
施

設
を
全
て
含
む
よ
う
に
都
市
機
能
誘
導
区

域
を
設
定
し
、今
後
こ
の
区
域
内
に
お
い

て
生
活
に
必
要
な
施
設
の
維
持
や
集
積
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、災
害
発
生
の
お

立地適正化計画により目指す都市の骨格構造
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そ
れ
が
高
い
地
域
な
ど
は
都
市
機
能
誘
導

区
域
に
含
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

 
白
馬
駅
周
辺
の
都
市
機
能
誘
導
区
域
は
、

村
民
の
生
活
を
支
え
る
主
要
拠
点
と
し
、

村
民
全
体
が
利
用
す
る
行
政
・
文
化
・
教
育

な
ど
の
機
能
、及
び
周
辺
地
域
住
民
が
日

常
的
に
利
用
す
る
医
療
・
福
祉
・
商
業
な
ど

生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
維
持
、強
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、村
の
主
要
な
玄
関
口
と
し

て
、に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
も
努
め
ま
す
。

 

　
「
シ
リ
ー
ズ
白
馬
村
立
地
適
正

化
計
画
②
」に
お
い
て
、レ
イ
ア

ウ
ト
に
乱
れ
が
生
じ
、一
部
の
文

章
が
読
め
な
い
状
態
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
左
記

の
と
お
り
正
し
い
文
章
を
掲
載

し
ま
す
。

【
該
当
箇
所
】

広
報
は
く
ば
8
月
号
9
頁　

2

～
3
段
目　
（
傍
線
部
が
読
め
な

い
状
態
と
な
っ
て
い
た
文
章
）

計
画
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス

　

現
在
、立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

　

ま
た
、本
年
度
中
に
は
、村
民

の
皆
様
の
意
見
等
を
計
画
に
反

映
す
る
た
め
、説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。計
画
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、意
見
・
疑

問
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

令
和
３
年
３
月
末
に
計
画
の
公

表
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

 

一
方
神
城
駅
周
辺
の
都
市
機
能
誘

導
区
域
で
は
、周
辺
住
民
が
日
常
的

に
利
用
す
る
医
療
・
福
祉
・
商
業
な

ど
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持
、強

化
し
て
い
く
と
と
も
に
、不
足
し
て

い
る
機
能
を
補
う
こ
と
に
よ
り
、周

辺
地
域
の
居
住
環
境
の
向
上
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、公
共
交
通
に
よ
る

白
馬
駅
周
辺
と
の
連
携
を
強
化
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
機
能
を
補
完
す
る
こ

と
で
効
率
的
な
都
市
機
能
の
誘
導

を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、都
市
機
能
誘
導
区
域
の
設

定
と
同
時
に
、現
在
の
立
地
状
況
や

将
来
の
必
要
性
を
も
と
に
、区
域
内

に
集
約
す
べ
き
施
設
を
誘
導
施
設

と
し
て
設
定
し
、そ
の
誘
導
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

各
都
市
機
能
誘
導
区
域
に
設
定

し
た
誘
導
施
設
に
つ
い
て
は
、次
回

お
伝
え
し
ま
す
。

次
回
予
告

10
月
号
で
は
、誘
導
施
設
、居
住

誘
導
区
域
、及
び
各
居
住
誘
導
区
域

の
特
徴
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
予

定
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　建設課　土地利用・建築係　電話 : 0261-85-0724

都市機能誘導区域（神城駅周辺）

都市機能誘導区域（白馬駅周辺）



8
月
の
白
馬
高
校
寮
は
、コ
ロ

ナ
禍
の
中
、夏
休
み
に
入
り
ま
し

た
。
帰
省
し
た
い
気
持
ち
を
抑
え

て
白
馬
に
残
っ
た
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
、密
を
避
け
、外
で
の
川

遊
び
や
水
遊
び
、バ
レ
ー
と
、休

み
を
謳
歌
し
ま
し
た
。
9
月
か
ら

は
学
校
再
開
と
同
時
に
大
学
入
試

出
願
が
始
ま
る
受
験
生
も
い
る
た

め
、寮
全
体
で
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
て
い
き
ま
す
。

白
馬
高
校
は
、8
月
8
日
か
ら
23
日
ま
で
、短
い
夏
休
み
で
し
た
。し
ろ
う
ま

學
舎
は
夏
休
み
中
も
休
ま
ず
運
営
を
し
て
い
ま
し
た
。

3
年
生
の
多
く
は
、希
望
す
る
大
学
の
絞
り
込
み
が
進
ん
で
お
り
、講
師
は
志

望
理
由
書
の
作
成
や
小
論
文
対
策
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
暑
い
中
、皆
よ
く
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
3
年
生
は
、こ
う
い
っ
た
対
策
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

希
望
大
学
へ
合
格
で
き
る
よ
う
に
、全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

1
，2
年
生
に
対
し
て
は
、夏
休
み
明
け
以
降
の
授
業
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

少
し
成
長
し
た
姿
を
見
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

白
馬
五
竜
の
ナ
イ
ト
ゴ
ン
ド
ラ
や
、白
馬
大
雪
渓
、八
方
尾
根
な
ど
ビ
ジ
タ
ー

ス
ポ
ッ
ト
へ
出
向
い
て
撮
影
を
し
、随
時
S
N
S
等
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。
月
明
か
り
の
少
な
い
夜
に
は
天
の
川
を
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

こ
の
時
期
ら
し
い
白
馬
村
の
姿
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、白
馬
フ
ァ
ン
か
ら
ご

好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、観
光
局
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
新
作
も
発
売
。
商
品
も
徐
々
に
増
え
て

お
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
サ
イ
ト
は
売
り
上
げ
も
好
調
で
す
。今
後
も
白
馬
フ
ァ

ン・
村
男
フ
ァ
ン
を
増
や
し
喜
ん
で
頂
け

る
よ
う
、新
た
な
商
品
開
発
及
び
情
報
発

信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
サ
イ
トSTO

RES.jp
[https://hakubaoriginal.stores.
jp/]白

馬
村
観
光
局instagram
[https://w

w
w
.instagram

.com
/

hakubalife/]

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告 

Vol.12
林
業
士
入
門
講
座
に
お
い
て
、栄
村
秋
山
郷
で
の
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み

や
県
立
図
書
館
で
の
図
書
館
活
用
術
、大
北
地
域
で
の
林
業
士
の
活
動
等
に
つ

い
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
の
図
書
館
は
単

に
本
を
貸
し
借
り
す
る
場
所
の
み
な
ら
ず
地
域

課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ

て
い
る
点
で
、む
し
ろ
知
の
集
積
地
と
し
て

の
元
来
の
役
割
に
回
帰
し
て
い
る
よ
う
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
講
座
を
通
し
て
、白

馬
産
の
薪
循
環
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
え
る

よ
う
な
事
業
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　企画調査係　電話：0261-72-7002

▲�寮での食事風景。席を離して同じ方向を
向いて会話を控えています。

総務課　移住・定住担当
大石

白馬高校支援係 ハウスマスター
上山・筒井

公営塾「しろうま學舎」
渡辺・斉藤・山下

観光課付　白馬村観光局派遣　マーケティング担当
清宮

▲�新商品のKleanKanteen×HAKUBA
インスレートタンブラー 8oz(237ml)
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シ
リ
ー
ズ　
白
馬
村
マ
ナ
ー
条
例
③

知
っ
て
い
ま
す
か
？
美
し
い
村
と
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
条
例（
通
称：白
馬
村
マ
ナ
ー
条
例
）

昨
今
の
白
馬
村
は
、国
内
か
ら
訪
れ
る
お
客
さ
ま
は
も
と
よ
り
住
民
も
多
様
な
方
々
が
集
ま
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、村
で
は
平
成
27
年
12
月
に
、村
民
憲
章
の
精
神
を
尊
重
し
て
、関
係
す
る
全
て
の
人
々
が
幸
せ
を
感
じ
て
快
適
に
過
ご
せ
る
村
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
に
、社
会
の
一
員
と
し
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
定
め
た
通
称
：
白
馬
村
マ
ナ
ー
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
振
り
返
り
と
周
知
の
た
め
に
、

シ
リ
ー
ズ
で
条
例
の
説
明
を
し
ま
す
。
今
月
は
第
1
～
２
条
で
す
。

〇
目
次

前
文

　
第
１
章　
総
則（
第
１
条

－

第
７
条
）

　
第
２
章　

�

禁
止
行
為
等（
第
８
条

－

第
15
条
）

　
第
３
章　

�

啓
発
及
び
村
民
活
動
の
促
進（
第
16

条
・
第
17
条
）

　
第
４
章　
補
足（
第
18
条

－

第
20
条
）

　
附
則

〇
第
１
章　
総
則

（
目
的
）

第
１
条　

�

こ
の
条
例
は
、本
村
が
山
岳
観
光
地
と

し
て
美
し
く
良
好
な
環
境
を
有
し
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
、基
本
理
念
並
び
に

村
、村
民
等
、土
地
所
有
者
等
及
び
事

業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、モ
ラ
ル
向
上
と
マ
ナ
ー

遵
守
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
を
図
り
、も
っ
て
良
好
な
環
境
の

保
全
及
び
創
造
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

こ
の
条
例
の
制
定
目
的
及
び
全
体
構
成
を
端
的

に
示
し
ま
し
た
。

（
基
本
理
念
）

第
２
条　

�

美
し
い
村
と
快
適
な
生
活
環
境
の
確

保
は
、次
に
掲
げ
る
基
本
理
念
に
基
づ

き
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）�村
民
と
白
馬
村
を
訪
れ
る
人
は
、そ
れ
ぞ
れ

他
人
を
思
い
や
り
、お
互
い
が
快
適
に
安
心

し
て
過
ご
せ
る
山
岳
観
光
地
を
目
指
し
、モ

ラ
ル
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）�村
、村
民
等
及
び
事
業
者
が
相
互
に
協
力
し
、

自
分
た
ち
の
村
は
自
分
た
ち
の
手
で
美
し

く
す
る
こ
と
を
目
標
に
、清
潔
で
美
し
い
白

馬
村
を
つ
く
る
。

（
３
）�本
村
を
訪
れ
る
人
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
る

た
め
に
、地
域
を
美
し
く
手
入
れ
す
る「
も

て
な
し
の
村
づ
く
り
」に
努
め
、豊
か
な
地

域
社
会
を
形
成
す
る
。

こ
の
条
例
の
基
礎
と
な
る
基
本
的
な
考
え
方
を

定
め
ま
し
た
。（
１
）お
互
い
が
思
い
や
り
の
心
を

持
ち
モ
ラ
ル
向
上
に
努
め
る
こ
と
、（
２
）村
、村
民
、

事
業
者
が
相
互
に
協
力
し
て
、自
ら
の
行
動
で
美

し
い
村
を
維
持
す
る
こ
と
、（
３
）来
訪
者
に
対
し

て
は“
お
も
て
な
し
”の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
、

を
規
定
し
ま
し
た
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　総務係　電話：0261-72-7002白馬村マナー条例 検 索
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お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

14

６
．�白
馬
村
産
業
連
関
表
の
総
供
給
と

総
需
要

○�

こ
の
図
は
、白
馬
村
の
産
業
連
関
表

を
も
と
に
、経
済
構
造
を
図
式
化
し

て
内
訳
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。

○�

総
供
給
の
内
訳
は
、村
内
の
生
産
が

64
％
、村
外
か
ら
の
購
入（
移
輸
入
）

が
36
％
と
な
っ
て
い
る
。

○�

総
需
要
の
内
訳
は
、村
内
の
需
要
が

62
％
、村
外
へ
の
販
売
が（
移
輸
出
）

が
38
％
と
な
っ
て
い
る
。

５
．�白
馬
村
産
業
連
関
表
の
構
造
と
分
析

○�

こ
の
図
は
、白
馬
村
の
産
業
連
関
表
の

全
体
像
で
あ
り
、白
馬
村
の
経
済
構
造

を
表
し
て
い
る
。

○�

生
産
額
は
、約
6
7
0
億
円
あ
り
、そ

の
内
訳
は
、
中
間
投
入
が
2
9
4
億

円
、
粗
付
加
価
値
は
3
7
6
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

○�

総
供
給
は
、
生
産
額
と
移
輸
入
約

3
7
0
億
円
を
合
わ
せ
た
約
1
，

0
4
0
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

○�
需
要
部
門
で
は
、村
内
需
要
合
計
は
約

6
4
4
億
円
あ
り
、そ
の
内
訳
は
、企

業
活
動
に
よ
る
需
要（
内
生
部
門
）が

2
9
4
憶
円
、家
計
や
公
的
支
出
、投

資
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
村
内
最
終

需
要
が
3
5
0
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

○�

需
要
は
、村
内
需
要
合
計
に
移
輸
出

約
3
9
7
億
円
を
合
わ
せ
た
約
1
，

0
4
0
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

白馬村産業連関表の経済構造図

八方池からの白馬三山

シ
リ
ー
ズ
第
2
回 

白
馬
村
産
業
連
関
表
の
作
成
お
よ
び
そ
の
分
析
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松
本
年
金
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て

熊
出
没
注
意
‼

　
松
本
年
金
事
務
所
は
、令
和
2
年
9
月
23
日（
水
曜
日
）に
松
本
市
鎌
田（
鎌
田
中
学

校
南
側
）に
移
転
し
ま
し
た
。

【
移
転
先
住
所
】松
本
市
鎌
田
2
‐
8
‐
３
７（
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
徒
歩
19
分
）

【
移
転
後
電
話
】0
2
6
3
‐
３
１
‐
5
1
5
0（
9
月
23
日
か
ら
変
更
し
ま
す
）

【
受
付
時
間
】〈
移
転
前
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
〉

　
　
　
　
　
8
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
日
祝
、年
末
年
始
　
を
除
く
）

【
業
務
内
容
】〈
移
転
前
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
〉

　
　
　
　
　
〇
年
金
相
談

　
　
　
　
　�

　�

年
金
相
談
及
び
年
金
請
求
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、混
み
合
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。〈
予
約
受
付
専
門

番
号
〉0
5
7
0
‐
０
５
‐
4
8
9
0

　
　
　
　
　
　�

ご
連
絡
の
際
は
、基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
〇
厚
生
年
金
保
険・国
民
年
金
関
係
の
届
出
の
受
付
等

今
年
７
月
頃
か
ら
、県
内
の
住
宅
地
周
辺
や
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
に
て
、熊
が
相
次
い
で
目

撃
さ
れ
て
い
ま
す
。８
月
に
は
大
町
市
で
早
朝
に
散
歩
を
し
て
い
た
観
光
客
が
熊
に
襲
わ
れ

る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
は
長
梅
雨
の
影
響
に
よ
り
餌
と
な
る
木
の
実
な
ど
が
不
作
で
す
。里
山
付
近
に
ま
で

餌
を
求
め
て
出
没
し
て
お
り
、今
後
も
し
ば
ら
く
こ
の
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

白
馬
村
で
も
夏
に
な
っ
て
熊
の
目
撃
が
増
加
し
て
い
ま
す
。熊
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に

は
、人
と
熊
の
住
み
分
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。次
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て

熊
の
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

熊
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　・山
林
付
近
で
の
早
朝
や
夕
方
の
散
歩・ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
注
意

　・山
に
入
る
と
き
は
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
で
音
を
出
す

　・子
熊
を
見
つ
け
た
ら
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
そ
こ
か
ら
離
れ
る

各
地
区
で
で
き
る
熊
が
出
没
し
に
く
い
環
境
整
備

　・耕
作
放
棄
地
の
草
刈
、里
山
の
藪
払
い

　・生
ご
み
等
を
畑
や
空
き
地
に
捨
て
な
い

　・野
菜
等
の
農
作
物
を
農
地
に
放
置
し
な
い

　・集
落
内
の
柿
や
栗
な
ど
は
適
切
に
収
穫
す
る

も
し
、熊
を
目
撃
し
た
場
合
は
直
ち
に
役
場
か

警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
通
報
に
よ

り
、パ
ト
ロ
ー
ル
や
集
団
下
校
な
ど
の
安
全
対
策

が
迅
速
に
行
え
ま
す
。

お問合せ　日本年金機構　松本年金事務所　電話：0263-32-5821

お問合せ　白馬村役場農政課　電話：0261-85-0766

新松本年金事務所位置図

はく�9月.indd   15 R2/09/11   13:30
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健
康
づ
く
り
だ
よ
り
　
9
／
24
～
9
／
30
は
結
核
予
防
週
間
で
す

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：0261-85-0713

健康であれば、免疫の働きによって結核菌を抑え込むことができるため、感染しても全ての人が発症す
るわけではありません。感染した人の1～2割の人が発病すると言われています。

結
核
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

結
核
と
は
、結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
が
起

き
る
病
気
で
す
。

「
結
核
は
昔
の
病
気
」と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、今
も

世
界
の
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
10
に
入
る
病
気
で
す
。
医

療
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、薬
を
飲
め
ば
完
治
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、今
で
も
1
日
に
43
人
の

新
し
い
患
者
が
発
生
し
、6
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

風邪の症状に
似ているね

こ
ん
な
症
状
が
あ
る
と
き
は
、早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

□�

痰
の
絡
む
咳
が
2
週
間
以
上
続
い
て
い
る

□�

微
熱・身
体
の
だ
る
さ
が
2
週
間
以
上
続
い
て

い
る

※�

高
齢
者
の
場
合
、こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
は
、年
に
1
度
は
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

結
核
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
？

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、6
～
9

カ
月
間
、毎
日
複
数
の
薬
を
き
ち
ん

と
飲
め
ば
治
り
ま
す
。

し
か
し
、症
状
が
消
え
た
か
ら
と

い
っ
て
治
療
の
途
中
で
服
薬
を
止
め

て
し
ま
う
と
完
全
に
治
り
き
ら
ず
、

菌
は
抵
抗
力
を
つ
け
、薬
が
効
か
な

い
耐
性
結
核
菌
を
作
り
出
し
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、入
院
中
も
退

院
後
も
医
療
機
関
と
保
健
所
が
協

力
し
て
服
薬
を
見
守
る
D
O
T
S

（
ド
ッ
ツ
）と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
薬
の
管
理
が
苦
手
な
方
も
安
心

で
す
ね
。

□
適
度
な
運
動

□
十
分
な
睡
眠

□
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

□
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

ど
う
し
た
ら

予
防
で
き
る
の
？

健
康
的
な
生
活
が
免
疫
力
を
高

め
、結
核
の
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

抵抗力の弱い赤ちゃんは、
結核に感染すると重症になりやすい。
予防には BCG 接種が有効です。

はく�9月.indd   16 R2/09/11   13:30
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お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課子育て支援係　電話 :0261-85-8101

お問合せ　松本児童園　電話：0263-47-0590

お問合せ　白馬村教育委員会　子ども電話相談　電話：0261-72-7830（ナヤミナシ）
　　　　　児童相談所相談専用ダイヤル　　　　電話：0570-783-189
　　　　　白馬村教育委員会　子育て支援課　　電話：0261-85-8101

子
育
て
耳
よ
り
情
報�

Ｎｏ
36

里
親
制
度
相
談
会
の
お
知
ら
せ

～
里
親
制
度
っ
て
な
に
？�

里
親
制
度
、里
親
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
相
談
会
～

体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
広
げ
よ
う

子
育
て
に
役
立
つ
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。今
月
は
子
育
て
支
援
課
よ
り「
ペ
ア
レ
ン

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
」で
す
。

今
年
度
も『
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』を
開

催
い
た
し
ま
す
。

講
師
は
阿
部
優
美
子
先
生（
コ
ー
チ
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン・オ
フ
ィ
ス
代
表
。N
P
O
法
人
え
じ

そ
ん
く
ら
ぶ
長
野
C
h
i
l
d�

D
r
e
a
m
代

表
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン・ト
レ
ー
ナ
ー
。）で
す
。

例
年
、昼
の
部
4
回
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
夜
の
部
も
1
回
行
い
ま
す
。

受
講
さ
れ
た
感
想
に
は
、「
先
生
の
声
や
雰
囲
気

に
癒
さ
れ
た
」「
あ
る
あ
る
の
内
容
で
納
得
し
な
が

ら
聞
け
た
」「
そ
の
場
で
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
た

り
、親
身
に
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
」

な
ど
あ
り
、と
て
も
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て

下
さ
る
先
生
で
す
。

子
育
て
中
の
方・
ご
家
族
の
方・
子
育
て
に
悩
ん

で
い
る
方
だ
け
で
な
く
、人
間
関
係
に
悩
ん
で
い

る
方
、子
ど
も
に
係
わ
る
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

方
に
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
小
中
学
校・
保
育
園・
幼

稚
園
に
お
た
よ
り
を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
、支

援
ル
ー
ム・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
階・子
育
て
支

援
課
に
も
申
し
込
み
用
紙
を
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、お
持
ち
く
だ
さ
い
。

次
回
も
子
育
て
支
援
課

よ
り
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
過

ご
す
里
親
家
庭
が
足
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

・�里
親
の
体
験
談
も
お
伝
え
で
き
ま
す

・�個
別
に
ご
質
問
に
お
答
え
で
き
ま
す

里
親
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
時
間
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時：10
月
26
日（
月
曜
日
）

　��

　
午
後
1
時
か
ら
午
後
3
時

会
場：�大
町
市
児
童
セ
ン
タ
ー（
大
町

市
大
町
４
７
１
４
番
地
）

注
意新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、２
週
間
以
内
に
ご
家
族
も

含
め
、海
外
を
含
む
県
外
の
往
来
が

あ
る
、37・５
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る
、

体
調
不
良
が
あ
る
場
合
に
は
入
場
を

控
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
旨
、

ご
承
知
願
い
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
に
児
童
福
祉
法
等
改
正
法
が
成
立
し
、親
権
者
等

は
、児
童
の
し
つ
け
に
際
し
て
、体
罰
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
法
定
化
さ
れ
、令
和
２
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
、子
育
て
中
の
保

護
者
に
対
す
る
支
援
も
含
め
て
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

・�何
度
も
言
葉
で
注
意
し
た
け
ど
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
の
で
、頬

を
叩
い
た

・�い
た
ず
ら
を
し
た
の
で
、長
時
間
正
座
を
さ
せ
た

・�宿
題
を
し
な
か
っ
た
の
で
夕
食
を
与
え
な
か
っ
た

　
→
全
て
体
罰
で
す
。

し
つ
け
と
体
罰
は
ど
う
違
う
の
？

・�し
つ
け
と
は
、子
ど
も
の
人
格
や
才
能
等
を
伸
ば
し
、自
律
し
た

社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

・�そ
の
た
め
に
は
、体
罰
で
は
な
く
、ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
言

葉
や
見
本
を
示
す
な
ど
、本
人
が
理
解
で
き
る
方
法
で
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
は
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
と
共
に

子
育
て
を
担
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。子
ど
も
に
腹
が
立
っ

た
り
、イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
す
る
こ
と
は
子
育
て
中
の
保
護
者
の
多
く

が
経
験
す
る
も
の
で
、子
ど
も
を
育
て
る
上
で
は
支
援
を
受
け
る
こ

と
も
必
要
で
す
。子
育
て
の
大
変
さ
を
保
護
者
だ
け
で
抱
え
る
の
で

は
な
く
、少
し
で
も
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、子
育
て
支
援
課
の
相

談
員
や
各
種
健
診
等
の
機
会
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
も
利
用
で
き
ま
す
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
詳
し
く
説
明
資
料
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
下
さ
い
。
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     イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　　　　　　電話：0261-85-0713
　　　　　白馬村教育委員会　子育て支援課　子育て支援係　電話：0261-85-8101

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
季
節
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
初
期
症
状
が
よ
く
似
て
お
り
、症
状
の
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、両
方
と
も
鼻
腔
を
使
っ
て
検
査
を
す
る
の
で
、医
療
従
事
者
へ
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
令
和
２
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
の
対

象
者
を
一
般
の
方
に
も
拡
大
し
ま
す
。接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、医
療
機
関
へ
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
1��

接
種
日
に
お
い
て
、白
馬

村
に
住
民
票
が
あ
る
方

が
対
象
で
す

※
2���

乳
児
は
令
和
2
年
9
月

30
日
時
点
で
12
か
月
以

上
の
お
子
さ
ん（
令
和
元

年
9
月
生
ま
れ
）が
対
象

と
な
り
ま
す
。対
象
の
お

子
さ
ん
に
は
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
。

※
3���

契
約
医
療
機
関
以
外
で

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、役
場
担
当
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。全
額

自
費
で
予
防
接
種
を
実

施
し
た
あ
と
、申
請
書（
予

診
票
の
控
え
と
領
収
書

を
添
付
）を
提
出
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、助
成
金
額

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

高　齢　者 一　般 (拡大分 )　 小　　　児

定期接種 任意接種 任意接種

対象者※ 1
① 65歳以上の高齢者
② �60 ～ 64歳で
　�身障 1級相当の方

①乳児：6～12ヶ月未満
②高校1年生相当～64歳

※ 2　
12ヶ月～中学校3年生

接種期間
令和 2年 10月 1日～
令和 3年 1月 31日

令和 2年 10月 1日～
令和 3年 1月 31日

令和 2年 10月 1日～
令和 3年 3月 31日

接種回数 １回
乳児：2回

高校生～ 64歳：１回
乳幼児・小学生：2回
中学生：1回

自己負担 1,200 円 1,000 円を除いた額 1,000 円（2回まで）

接種方法
医療機関での個別接種

　※ 3
医療機関での個別接種

　※ 3
医療機関での個別接種

　※ 3

担当課 健康福祉課 健康福祉課 子育て支援課

◯ワクチンの供給状況に応じて重症化しやすい方を優先して接種させていただく場合があります。ご協力をお願いします。
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：0261-85-0713
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お申込み・お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

運
転
免
許
返
納
を
お
考
え
の
方
へ

白
馬
村
交
番
で
も
運
転
免
許
の
返
納
手
続
き
が

可
能
と
な
り
ま
し
た(2020.8.3

～)

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、令
和
２
年
５
月
の
日
程

を
中
止
し
、延
期
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
、延

期
を
断
念
し
、そ
の
ま
ま
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。延
期
を
お
待
ち

い
た
だ
い
て
い
た
方
に
は
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、５
月
の
受
診
対
象
者
の
方
に
は
、既
に
通
知
は
が
き
等
で
、６
月
以
降
の
日

程
で
の
振
替
受
診
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

§
手
続
き
の
で
き
る
方

　
運
転
免
許
証
の
住
所
が
長
野
県
内
で
あ

り
、白
馬
村
交
番
で
手
続
き
を
希
望
す
る

65
歳
以
上
の
方

＊�

代
理
人
に
よ
る
申
請
を
希
望
す
る
場
合

は
、運
転
免
許
事
務
を
行
う
警
察
署
等

で
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

§
手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
運
転
免
許
証

●�

申
請
用
写
真
、1
，1
0
0
円
分
の
収
入

印
紙（
運
転
経
歴
証
明
書
を
希
望
す
る

方
の
み
）

§
手
続
き
の
流
れ

1
、�交
番
に
電
話
で
返
納
の
意
思
を
伝
え
、

予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
、�予
約
日
に
交
番
で
申
請
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

＊�「
運
転
免
許
の
取
り
消
し
通
知
書
」「
運

転
経
歴
証
明
書
」を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

交
付
は
後
日（
約
3
週
間
後
）と
な
り
ま

す
。

§
お
問
合
せ
・
手
続
き
の
予
約

　
●�

白
馬
村
交
番（
大
町
警
察
署
管
内
）　

0
2
6
1
‐
7�

2
‐
2
0
0
9

☆�

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の「
取
消
通
知

書
」を
お
持
ち
の
方
に
、乗
合
タ
ク
シ
ー

「
白
馬
ふ
れ
愛
号
」回
数
券
を
3
冊（
33
枚
）

交
付
し
ま
す
。

☆�

身
分
証
明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
る「
運

転
経
歴
証
明
書
」を
お
持
ち
の
方
は
、乗

合
タ
ク
シ
ー「
白
馬
ふ
れ
愛
号
」回
数
券

を
い
つ
で
も
1
冊（
11
枚
）3
，0
0
0
円

の
半
額
1
，5
0
0
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

＊
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
お
問
合
せ
は
白
馬
村

役
場
健
康
福
祉
課（
0
2
6
1
‐
8�

5
‐

0
7
1
3
）ま
た
は
白
馬
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
6
6
6
7
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

▶▶�今年度申込んでいて未受診の方は、いずれかの方法で受診できます�◀◀
① 10月の集団検診の日程で受診する

●子宮がん検診：10 月 21 日（水曜日）
　…… 連絡は不要です。直接会場（白馬村保健福祉ふれあいセンター）へ

お越しください。
　　　受付時間 13 時～ 14 時 15 分、検査時間 13 時 30 分～
●乳がん検診：10 月５日（月曜日）※完全予約制
　……必ず健康福祉課に連絡し、予約をお取りください。
　注 1）持ち物等は、５月頃に送付した検診票をご覧ください。
　注 2）検診票を紛失された方は、再発行が可能ですので、ご連絡ください。
　注 3）乳がん検診は定員があるため、早めにご予約ください。

② 医療機関で個別受診する（子宮・乳がん検診共通）
１.  健康福祉課（電話：0261-85-0713）に連絡し、医療機関での個別受診

を申込む
２. 後日、健康福祉課窓口で料金（集団検診と同額：2,000 円）を支払い、

専用のクーポン券と検診票を受取る
３.希望の医療機関に予約を取り、検診を受ける
４.検診結果が健康福祉課から送付される
　注 1）村の集団検診に申込みをいただいていた方が対象です。
　注 2）必ず村への事前申込みが必要です。事後申請は無効です。
　注 3）�本制度は長野県の「信州クーポン券制度」を利用しています。長野

県との契約を結んでいない医療機関では、この制度を利用した検診
は受けられません。詳細は健康福祉課にご確認ください。
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法
律
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、10
月
１
日
を「
法
の
日
」と
定
め
、全

国
で
各
種
行
事
を
行
い
、白
馬
村
で
も
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
不
動
産
の
登
記
、多
重
債
務
、財
産
管

理
、相
続
、不
動
産
売
買
・
取
引
、借
地
・

借
家
、悪
質
商
法
、貸
金
・
売
掛
金
回
収

な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。相
談
時
に
は
、相
談
に
関
す
る

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
会
場

　
10
月
1
日（
木
曜
日
）　
午
後
１
時
～
４
時

　
白
馬
村（�

白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
相
談
室
）

■
申
し
込
み

　�

９
月
23
日（
水
曜
日
）～
相
談
日
前
日
ま

で
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）に
、電
話

で
長
野
県
司
法
書
士
会
大
町
支
部
へ
。

※
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
、事
前
に
予
約
を

さ
れ
た
方
の
み
相
談
を
受
け
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す（
完
全
予
約
制
）。

※
相
談
時
に
は
、万
が
一
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
発
覚
し
た
場
合
に
備

え
、相
談
前
に
は
連
絡
先
の
聞
き
取
り
を

行
い
ま
す
の
で
、そ
の
旨
ご
了
承
下
さ
い
。

●
面
接
無
料
相
談
会

１
．相
談
日
　
10
月
18
日（
日
曜
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

	

大
北
会
場
　
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
第
１・
第
２
会
議
室

	

大
町
市
大
町
1
1
2
9

	

T
E
L
：
0
2
6
1
‐
2�

2
‐
1
5
0
1

２
．相
談
日
　
10
月
15
日（
木
曜
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

	

安
曇
野
会
場�

安
曇
野
市
役
所�

2
1
1
・
2
1
2
・
2
1
3
・
2
1
4
号
室

	

安
曇
野
市
豊
科
6
0
0
0
番
地

	

T
E
L
：
0
2
6
3
‐
7�

1
‐
2
0
0
0

３
．相
談
日
　
10
月
17
日（
土
曜
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

	

松
本
会
場�

松
本
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー�

3
‐
3
会
議
室

	

松
本
市
中
央
4
‐
7
‐
2�

6

	

T
E
L
：
0
2
6
3
‐
3�

5
‐
6
2
8
6

●
相
談
内
容

　�

相
続
手
続（
遺
産
分
割
協
議
書
作
成
、相
続
財
産
調
査
等
）、

遺
言
手
続
、贈
与
手
続
、成
年
後
見

　�

建
設
業
許
可
申
請
、経
営
状
況
分
析
、経
営
事
項
審
査
、入

札
参
加
資
格
申
請

　�

農
地
の
転
用
手
続
、開
発
行
為
許
可
申
請
、太
陽
光
発
電
施

設
設
置
に
関
す
る
許
認
可

　
車
庫
証
明
、自
動
車
登
録
、運
送
業
許
可
申
請

　
外
国
人
の
在
留
関
係
手
続
・
帰
化
申
請

　
廃
棄
物
収
集
運
搬
・
処
分
業
許
可
申
請

　
料
理
飲
食
店
営
業
許
可
申
請
、風
俗
営
業
許
可
申
請

　�

会
社
・
法
人
設
立
手
続
、議
事
録
作
成
、賃
貸
借
・
売
買
等
各

種
契
約
書
作
成
等

　
著
作
権
登
録
申
請
、知
的
試
算
経
営
等

　「
法
の
日
」週
間（
10
月
1
日
か
ら
10
月
7
日
ま
で
）の
広

報
行
事
と
し
て
、無
料
の
法
律
・
人
権
・
調
停
・
公
証
に
関
す

る
電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の
問
題
、成
年
後
見
、離
婚
・

扶
養
・
相
続
等
家
庭
内
の
問
題
、差
別
・
い
じ
め
等
の
人
権

問
題
、遺
言
や
任
意
後
見
契
約
等
の
公
正
証
書
に
関
し
て
、

弁
護
士
、人
権
擁
護
委
員
、調
停
委
員
及
び
公
証
人
等
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い（
秘
密
厳
守
）。

　
な
お
、事
前
申
込
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、申
込
票

を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
下
記
の
申

込
先
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い（
当
日
の
申
込
は
で
き
ま
せ

ん
）。相
談
に
関
す
る
資
料
が
あ
る
場
合
は
申
込
票
と
と
も

に
写
し
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

１
．主
催

裁
判
所
、検
察
庁
、法
務
局
、弁
護
士
会

２
．日
時

（
１
）申
込
期
間

　
　
10
月
1
日（
木
曜
日
）か
ら
10
月
20
日（
火
曜
日
）

　
　
午
後
5
時
ま
で（
必
着
）

（
２
）相
談
日
時

　
　
10
月
27
日（
火
曜
日
）

　
　
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

（
３
）相
談
方
法

　
　�

相
談
時
刻
を
事
前
に
調
整
し
た
上
で
、相
談
日
当
日

に
相
談
担
当
者
か
ら
事
前
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に

電
話
し
ま
す
。相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
す
。

（
４
）募
集
人
員

　
　
先
着
40
名（
た
だ
し
、長
野
県
在
住
者
に
限
り
ま
す
）

県
下
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
所
開
設

松
本
支
部
行
政
書
士
無
料
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

無
料
電
話
法
律
等
相
談
所
の

�

開
設
に
つ
い
て

お問合せ　長野県司法書士会大町支部（担当：高山）　電話：0261-85-2338

お問合せ　長野県行政書士会松本支部　電話：0263-33-7166

申込先・問合せ先　長野地方・家庭裁判所総務課庶務係
〒 380-0846　長野市旭町 1108番地　電話：026-403-2008　FAX:026-235-4062
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宝くじの収益金は、長野県の販売実績により配分されますので、
長野県内の宝くじ売り場でお買い求めください。
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今
年
度
の
村
文
化
祭
は

11
月
6
日
（
金
曜
日
）
か

ら
8
日
（
日
曜
日
）
に
か

け
て
ウ
イ
ン
グ
21
で
開
催

予
定
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

を
し
た
う
え
で
、「
作
品
展

示
」
に
つ
い
て
は
例
年
通

り
予
定
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ル
を
使
用
し
た
「
ス
テ
ー

ジ
芸
能
発
表
」
は
開
催
が

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

文
化
振
興
団
体
を
は
じ
め

例
年
実
施
し
て
い
ま
す
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
表
を
ユ
ー

テ
レ
白
馬
の
ご
協
力
で
テ

レ
ビ
放
映
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
出
店
」
に

つ
き
ま
し
て
も
中
止
と
い

た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
白
馬
村
公
民
館

0
2
6
1
‐
８
５
‐
０
７

２
６
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

令和2年度白馬村文化祭について

８
月
５
日
（
水
曜
日
）
に
木
流
川
公
園
親

水
広
場
で
、
白
馬
村
子
ど
も
会
育
成
会
の
夏

の
行
事
「
木
流
川
観
察
会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
例
年
は
、１
泊
2
日
の
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ

ン
プ
や
お
昼
に
流
し
そ
う
め
ん
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
残
念
な

が
ら
実
施
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
暑
い
中
で
し
た
が
夏
休

み
の
ひ
と
時
に
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
密
に
な
ら
な
い
よ
う
、

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
水
生
昆
虫
の
観
察
と

風
鈴
・
木
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。
真
夏
で
も
冷
た
い
木
流
川
へ
足
を

入
れ
、
石
を
ど
け
て
水
生
昆
虫
を
探
し
た
り

捕
ま
え
た
り
絵
を
描
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち

は
夢
中
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
工
作
で
は
、

各
自
好
き
な
絵
を
風
鈴
へ
描
い
た
り
、
一
生

懸
命
や
す
り
で
木
を
削
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に

し
た
り
、
素
敵
な
夏
の
思
い
出
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
は
ぜ
ひ
、
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
や

流
し
そ
う
め
ん
も
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

子ども会育成会・夏の行事を開催しました

工作（風鈴・木のキーホルダー）水生昆虫観察

「
青
少
年
は
地
域
社
会

か
ら
は
ぐ
く
む
」
と
い

う
観
点
に
立
ち
、
広
く

村
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
・
企
業
・

民
間
団
体
及
び
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
青
少

年
健
全
育
成
運
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
白
馬
村
を
愛
し
、
元
気
で
思
い
や
り
の

あ
る
青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、
今
年
も

青
少
年
育
成
村
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

令
和
2
年
　
10
月
24
日（
土
曜
日
）
13
時
30
分
～

ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル

・
白
馬
中
学
生
意
見
発
表

・
講
演
会

演
題
　「
ほ
め
ど
こ
ろ
で
変
わ
る
伸
び
方
」

～
子
ど
も
の
脳
・
親
の
脳
に
必
要
な
こ
と
～

講
師
　
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学

	

教
授
　
篠
原
菊
紀
　
氏

（
脳
科
学
者
　
脳
ト
レ
や
ク
イ
ズ
番
組
の
監
修
、

脳
活
動
を
研
究
し
て
い
る
）

※�「
聞
こ
え
」に
不
安
の
あ
る
方
の
た
め
に

要
約
筆
記
が
つ
き
ま
す
。

第20回白馬村青少年育成村民大会
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8
日
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日
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年
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ホ
ー
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テ
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ジ
芸
能
発
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」
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催
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思
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ま
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が
、

文
化
振
興
団
体
を
は
じ
め

例
年
実
施
し
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ま
す
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
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を
ユ
ー

テ
レ
白
馬
の
ご
協
力
で
テ

レ
ビ
放
映
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
出
店
」
に

つ
き
ま
し
て
も
中
止
と
い

た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
白
馬
村
公
民
館

0
2
6
1
‐
８
５
‐
０
７

２
６
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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８
月
５
日
（
水
曜
日
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に
木
流
川
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園
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で
、
白
馬
村
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ど
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育
成
会
の
夏

の
行
事
「
木
流
川
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会
」
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実
施
し
ま
し
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。
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年
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日
の
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バ
イ
バ
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ャ

ン
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昼
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流
し
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め
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実
施
し
て

い
ま
し
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、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
残
念
な

が
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実
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き
ま
せ
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で
し
た
。
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く
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ー
ホ
ル
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流
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入
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て
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た
り
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り
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子
ど
も
た
ち
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中
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懸
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や
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キ
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を
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ま
し
た
。
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を
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て
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と
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運
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が
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で
思
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や
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の

あ
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の
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成
を
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て
、
今
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催
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発
表
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」
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に
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や
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組
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今
回
は
村
内
の
文
化
財
と
し
て
寺
院
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

・
東
徳
寺（
佐
野
）

千
国
街
道
に
沿
っ
た
西
高
台
に
あ
り
、
廃
仏
毀
釈

の
折
に
廃
寺
と
な
り
佐
野
学
校
に
転
用
さ
れ
た
の
ち
、

昭
和
57
年
5
月
に
本
堂
が
再
興
、
落
慶
さ
れ
、
中

に
は
聖
観
世
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
貞
麟
寺（
沢
渡
）

弘
治
2
年
（
1
5
5
6
年
）
大
町
地
方
の
豪
族

仁
科
氏
の
氏
族
沢
渡
氏
の
氏
寺
と
し
て
開
基
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
本
堂
前
に
は
村
指
定
の
天
然
記
念

物
糸
桜
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。
山
号
を
曹
洞
宗
祥

雲
山
と
い
い
、
本
尊
は
聖
観
世
音
菩
薩
の
坐
像
で
す
。

貞
麟
寺
の
末
寺
、
隠
居
寺
と
し
て
三
日
市
場
に
は

真
宗
寺
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
以
降
廃
寺

と
な
り
ま
し
た
。

・
長
谷
寺（
飯
森
）

大
永
6
年
（
1
5
2
6
年
）
飯
森
城
主
日
向
守

十
郎
盛
春
の
内
室
光
姫
の
開
基
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
夜
山
の
麓
、
杉
の
大
樹
に
囲
ま
れ
山
門
、
本
堂
、

庫
裏
な
ど
の
建
物
と
庭
園
が
村
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
山
号
を
曹
洞
宗
示
現
山
と
い
い
、
本

尊
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
村
内
に
は
西
光
寺（
堀
之
内
）、専
念
寺（
塩
島
）と

い
う
寺
跡
が
あ
り
、正
式
な
寺
格
を
持
た
な
い
修
験

の
寺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
も
村

内
の
各
地
区
に
は
観
音
堂
や
薬
師
堂
な
ど
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。ひ
っ
そ
り
と
し
た
佇
ま
い
の
中
に

神
秘
的
な
仏
像
が
安
置
さ
れ
、近
世
の
日
本
人
の
信

仰
に
は
、仏
像
の
内
に
秘
め
た
深
い
瞑
想
と
憂
愁
の

影
が
漂
い
ま
す
。

村の文化財めぐり特集③　(寺院編)

貞麟寺枝垂れ桜（村指定天然記念物）

長谷寺の老杉群（村指定天然記念物）

貞麟寺本堂

長谷寺本堂
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コ
ロ
ナ
禍
の
為
、残
念
な
が
ら
今
年
度
の
活
動
は
休

止
と
な
り
ま
し
た
が
、終
息
を
待
っ
て
来
年
は
楽
し
い

講
座
を
開
講
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
昨
年

度
実
施
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
、旬
の
食
材
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
是
非
お

試
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

	

長
野
県
栄
養
士
会
栄
養
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
白
馬
ス

タ
ッ
フ

ヘルシーアップクッキング講座のご紹介

※�

詳
し
い
作
り
方
を
知
り
た
い
方
は
白
馬
村
H
P（
公

民
館
）を
ご
覧
く
だ
さ
い

（夏から秋の季節メニューより）　

【材料】５人分（ｇ）
・牛乳� 250
・きなこ� 25
・片栗粉� 30
・アルミカップ�5枚
・砂糖� 30

学校給食で人気の体に優しい、
ヘルシーおやつ。

牛乳くずもち

【材料】５人分（ｇ）
・だし汁� 500
�（鰹節�15�水�700）
・豆腐� 100
・カットわかめ� 1.5
・春菊� 40
・えのきだけ� 50
・薄口醤油� 10
・塩� 1.5
・酒� 5

鰹節等でしっかりだしをとるこ
とにより、薄味でもおいしくいた
だけ、減塩につながります。具は
旬の食材で！

すまし汁

【材料】５人分（ｇ）
・南瓜� 150
・マヨネーズ� 20
・胡瓜� 100
・ヨーグルト� 25
・むき枝豆� 50
・レモン酢� 10
・玉葱� 50
・塩・胡椒� 少々
・プロセスチーズ� 30

ほっこり南瓜とチーズの
サラダ。

季節野菜の
サラダ

からりと揚げ
た季節の魚（ア
ジ等）と、トマ
トの酸味がさわ
やかな卵あんが
マッチした一品
です。あんのだ
しも鰹節からと
ります。

【材料】５人分（g）
・アジ（３枚卸）�20×10枚

・片栗粉� 30
・大葉� 5枚
・トマト� 150
・ネギ� 100
・鰹節� 10
・水� 500
・卵� 1個
・水溶き片栗粉

魚のトマト卵あんかけ

・醤油� 30
・みりん� 10
・おろし生姜� 10

A

・薄口� 30
・みりん� 20
・だし汁� 250

B

旬のとうもろこしで是非作ってほし
い一品。とうもろこしは直火でしっか
りと焼き色をつけておくと甘みが増
し香ばしくなります。芯も一緒に炊き
込むとさらに甘みが増して極上のお
いしさに！

とうもろこしご飯

【材料】５人分（ｇ）
・米� 300
・とうもろこし� 1/5�１本
・水� 340

・だし昆布� 5
・みつば� 25

・酒� 30
・薄口醤油� 30

A

①魚のトマト卵あんかけ

③季節野菜の
　サラダ

②牛乳くずもち

⑤とうもろこしご飯 ④すまし汁

❶

❸ ❹ ❺

❷
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図書館だより
No.226

令和2年9月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

おしりたんてい　３　「ププッ　ブラウンものがたり」
おしりたんてい　４　「ププッ　かいとうたいたんてい」
おしりたんてい　５　「ププッ　いせきからのSOS」
おしりたんてい　６　「ププッ　やみよにきえるきょじん」

【DVD】

　ご家庭のパソコンやスマートフォンで、この他の図書・DVDソフトの新着案内、在庫状況をご覧いただけます。
【白馬村行政ホームページ→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新着案内】

―新着案内―

書　　名 著者名
笑いの哲学 木村　覚
天才渋沢栄一　明治日本を創った逆境に強い男と慶喜 星　亮一
発想の転換で読み解く働く女性のやる気スイッチ　持てる力を120％引き出す並走型マネジメント 世永　亜実
コロナ時代を生きるヒント 鎌田　實
だから、もう眠らせてほしい　安楽死と緩和ケアを巡る、私たちの物語 西　智弘
いちばんやさしい自宅トレBOOK　運動不足でヤバい！と思った人のための 中野　ジェームズ修一
コロナ黙示録 海堂　尊
夢をかなえるゾウ　４　ガネーシャと死神 水野　敬也
漂流者の生きかた 五木　寛之・姜　尚中
欲が出ました ヨシタケ　シンスケ

【一般】

書　　名 著者名
講談社学習まんが　日本の歴史　１～２０巻
ルドルフとノラねこブッチー 斉藤　洋
絶望鬼ごっこ　14開かれし鬼の門 針　とら
ねむれなかったらやってみて！ オーレリー・シアン・ショウ・シーヌ〔ぶん・え〕
リサとガスパール　キティちゃんをパリでおむかえ ゲオルグ・ハレンスレーベン〔え〕

ムーミンやしきの
すがたの見えないおきゃくさま／
トーベ・ヤンソン〔原作〕

ねぐせのしくみ／
ヨシタケ　シンスケ〔作〕

ムーミンやしきにやってきたのは、す
がたがまったく見えない女の子。ムー
ミンママは、その子にくすりやワンピー
スを作りますが…。

このねぐせは、「あのひとた
ち」のしわざかも…。寝てい
る間のことをそうぞうした、
ゆかいな絵本。

【児童】

月 火 水 木 金 土 日
9月21日 9月22日 9月23日 9月24日 9月25日 9月26日 9月27日
9月28日 9月29日 9月30日 10月1日 10月2日 10月3日 10月4日

○休館日のお知らせ	 	 （色がついてる日が休館日になります。）

ＤＶＤソフトは、一人３点まで３週間館外貸出できます。（図書とあわせて一人１０点まで）
お借りになりたい作品と、図書館の利用者カードをカウンターまでお持ちください。
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9～ 1 0月　保健ガイド
16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

  9月27日 日 神城醫院 最上整形外科クリニック 近藤医院 いとう歯科医院 松川村 （0261）62-8880 フジノヤ薬局

10月  4日 日 白馬診療所 菊地クリニック 西森整形外科 砂田歯科医院 大町市 （0261）22-0648 フジノヤ薬局

10月11日 日 横沢医院 小野医院 あづみ病院 市立大町総合病院 大町市 （0261）22-0415 ―

10月18日 日 小谷村診療所 平林医院 太田医院 師岡歯科 池田町 （0261）62-9781 ―

10月25日 日 しんたにクリニック 横澤内科医院 松本クリニック きらり歯科医院 松川村 （0261）62-0005 フジノヤ薬局

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子様

  9月18日（金） 乳児健診 2019年10月生　2020年４月生

  9月25日（金） あそびの教室ほっぷ① 2018年5月生～7月6日生まれ

  9月29日（火） ２カ月育児相談 2020年7月生

10月  6日（火） 2才歯科健診 2018年４月生～7月生

10月  8日（木） あそびの教室ほっぷ② 2018年5月生～7月6日生まれ

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子様

  9月24日（木）
乳幼児予防接種 個別にご案内しています

10月  9日（金）

■ 心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

10月14日（水） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

司法書士
人権擁護委員
民生児童委員

白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。

■ 弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

11月11日（水） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

池
イケウチ

内　好
ヨシフミ

史　弁護士 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

月　日 行事名 開始時間
  9月28日（月） ホーボーズパペットシアター ① “三びきのこぶた” 10:30〜

10月  6日（火） 親子体操 10:30〜

10月13日（火） あったかパフォーマンスショー 10:30〜

10月15日（木） おいしいものたべよの日（要予約） 11:20〜

10月19日（月） 人権のおはなし 10:30〜

10月20日（火） 親子体操 10:30〜

毎週、日・月・火・
水・木・金

9:30 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

自由利用

■ 子育て支援ルーム

※ コロナ禍の状況により、活動が変更、中止になる場合があります。
※ おいしいものたべよの日は、今年度より参加申し込みが必要です。
　 予約は、子育て支援ルーム（0261-72-3025） 迄ご連絡をお願いします。
※ 月曜育児相談は完全予約制で行います。（ふれあいセンター１階）
　 予約は子育て支援課 宮脇（0261-85-8101）迄ご連絡をお願いします。 

◎  なかよし広場が始まります。
　 （毎週木曜日）
※  詳細は、子育て支援ルーム（0261-72-

3025） へお問合せください。

行事日程
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人口：8,607 人　男：4,280 人　女：4,327 人　世帯数：3,975 世帯
（令和 2年 9月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

9
2020
vol.528

編集後記

今月号は、通常より4ページ増の28ページでの発行です。各課において、皆様に広くお知らせしたい内容
について、シリーズを組んで掲載しており、各記事担当者の熱量が広報はくば全体のボリュームへと反映さ
れています。ぜひ毎号続けてお読みいただけると幸いです。
� （広報編集担当：太田）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

幻想的な夜の公園

ナイトバガテルが7月23日と24日、河津バガテ
ル公園で行われました。23日は、町民限定プレイ
ベントとして開催し、約200人の町民が訪れました。
訪れた人は、オランジェリー内に飾られたフラワー
アーティスト後藤清也さん制作のバラモチーフの
作品や谷津地区の「てらまち会」制作のプロジェ
クションマッピングを見て、幻想的な夜の公園を
楽しみました。また、園内を周遊するトゥクトゥ
クに乗り、薄暮のバラを観賞しました。

海上遊歩道オープン！！

「森浦湾くじらの海計画」の一環として、森浦湾
で整備を進めていた海上遊歩道が、７月１日（水）、
オープンしました。
遊歩道からは、湾内に放し飼いにした鯨や、生
け簀内の鯨を近くで観察することができます。
本町が目指す「くじらの学術研究都市」実現へ
向け、多くの研究者の方に御来町いただき、学術
研究に役立てていただく予定です。
入場は無料で、一般の方にも楽しんでいただけ
る施設となっていますので、お誘いあわせの上、
ぜひ御来場ください。

プロジェクションマッピングでオランジェリーに映し出された
園内のバラ
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